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通信制の高等教育機関は 2000 年の 36 機関から
2014 年の 74 機関へと倍増した。学生数規模も



































































































出典：文部科学省『平成 26 年度学校基本調査報告書』より作成。 
高等学校は 1950～2014 年までの推移（通信制課程への進学率を除く）。 






















































生として第 2 学年相当に在籍を許可し、1 年後に 3
年生に編入する」といった制度もあった。 
 
表１ 野幌高等酪農学校開校当時（1948 年）の「酪農科」課程教科書配本リスト 
学 年 月 酪農講座 酪農技術実習講座 
一学年 
 
４月 酪農入門  
５月 乳牛の飼育（上）  
６月  乳牛の選び方技術 
７月 乳牛の飼育（下）  
８月 家畜の栄養と飼料  
９月 酪農と地力増進  
10 月  搾乳の仕方、牛乳の取扱 
11 月 飼料作物  
12 月 酪農の器具機械  
１月 犢の育成 乳牛の上手な受胎のさせ方 
２月 酪農と気象  
３月 酪農と草地改良  
二学年 
４月 酪農経営  
５月 家畜飼養の実際  
６月  乳牛の病気とその手当 
７月 酪農経営の診断と合理化  
８月 家禽と豚  
９月 乳牛の生理と繁殖  
10 月  乳牛のお産と仔牛の上手な育て方 
11 月 乳牛の改良  
12 月 家畜の看護と衛生  
１月 酪農と生活 乳牛の飼料給与の方法 
２月 乳牛の経済検定  




回 月 日 教科等 
第１回 6月 23日 開講式、学校長の話、酪農と生活 




6月 26日 農学実験 
6月 27日 見学（受講生の希望により決定） 
第２回 7月 8日 開講式、学校長の話、農業経営 
7月 9日 農機具とその実習 
7月 10日 家畜衛生とその実習 
7月 11日 病害虫とその防除実習 



































































































表 3 通信制教育課程の概要（1964 年） 
項 目 酪農科 農業経営科 家庭科 
募集人員 3,000 人 2,000 人 1,000 人 






月     280 円 
年 2 回  1,680 円 
一時納入：3,200 円 
月     200 円 
年 2 回  1,200 円 
一時納入 2,290 円 
月      250 円 
年 2 回   1,500 円 
一時納入  2,850 円 
入学金 初年度 150 円 初年度 150 円 
酪農科卒業者は不要 







普通講座 24 冊 
指導講座 4 冊 
3 カ年間 
普通講座 36 冊 
2 カ年間 
普通講座 16 冊 
指導書 毎月１冊 毎月１冊 毎月１冊 















出張指導 分校指導 年 3 回以上 分校指導 年 2 回以上 分校指導 年 3 回以上 
実習指導 希望者は、学園農場で実習が受けられる。 






出典：酪農学園短期大学酪農学校『近代酪農』1964 年 12 月号の掲載広告に一部筆者が補足して作成。 
 
表 4 野幌高等酪農学校の分校の都道府県別分校設置数（1962 年） 
  北海道 
   
  青森県     岩手県   宮城県   秋田県   山形県   福島県         茨城県   
52 13 16 11 14 7 1 4 
栃木県  群馬県 埼玉県 千葉県  東京都  神奈川県 新潟県 富山県  
3 9 14 6 1 1 9 5 
石川県   福井県 山梨県 長野県  岐阜県  静岡県 愛知県  三重県  
2 2 3 13 1 4 1 2 
滋賀県  京都府  大阪府  兵庫県 奈良県  和歌山県  鳥取県  島根県  
1 2 0 18 0 0 1 5 
岡山県  広島県  山口県   徳島県  香川県  愛媛県 高知県  福岡県 
13 2 12 0  ０ 10 4 7 
佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 合 計 




















に 30％半ばまでに達していた（前掲 図 1）。同
校の「教務関係資料」によれば、1984 年から 1987








数は 1963年の 41万 7,000戸をピークにその後一
貫して減少を続け、1990 年には 62,800 戸にまで
激減し、総農家戸数も 1960 年の 606 万戸から





















































1974 年には定員を既存のコースと合わせ 150 名
とした。第二コースの教育は、2 年制課程の第一
コースと同様の酪農科の全課程を 3年間で履修す
ることとした。第二コースは、授業を 11 月から 3
月までの 5 カ月間集中的に行うほか、夏期は農場
において実地に農業を習得することに特徴が
あった。特に 1 年目には 4 月、7 月、8 月、3 月
 8 























た。続いて 63 年農業経済学科、64 年獣医学科、

















































































表5  酪農学園大学の公開講座の開催地 

































































































































表 6 酪農学園大学（同短期大学部含む）卒業生の地方区分別在住割合(2015 年 7 月） 




卒業生（人） 12,956 2,260 4,137 2,456 2,279 715 375 1,140 69 26,387 
割  合（％） 49.1 8.6 15.7 9.3 8.6 2.7 1.4 4.3 0.3 100.0 
出典：酪農学園同窓会。確認住所数で算出しているため実際の卒業生数とは一致しない。 
 














       注)大学は、2012 年に 46 校になったが、2014 年に再び 45 校に減少した。 
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るものの 2014 度は正規課程で 192,338 人となっ
ている（文部科学統計要覧 2015）。放送大学が





























































































     出典：文部科学省『平成 26 年度学校基本調査報告書』より作成。 
        注)正規課程の学生のみ。 
 
表７  通信教育（大学・大学院・短期大学）における職業別学生数（2014 年） 単位：人 
 職 業 教員 公務員 
会社(商店)
員・銀行員等 





































































   出典：文部科学省『平成 26 年度学校基本調査報告書』より作成。 






































































































































































































































































































































In "Interigent-based-society",which was declared by Japanese Government, rate of people receiving higer 
education was increased and number of university correspondence education was also increased. Number of 
students was also increased from 100,000 (1980's) to 200,000 (2013). However, agriculture-based 
correspondence university or faculty is not exist. 
In this study, I focused on Rakuno Gakuen as a educational foundation for higher education. Rakuno Gakuen 
was started as a correspondence school for agricultual education. Rakuno Gakuen established college and 
graduated school and educated in agriculturel, veterinary medicine and environment. Correspondence-shool of 
Rakuno Gakuen also educated dairy farmers in 1948-1990. 
In the stuation, that higher education enrollment rate is over 50% in Japan, universities and graduate schools 
train veterinarians, agricultural extension workers, teacher of agricultural high school and stuffs of agricultural 
organization. They play a part in solving local problems and thus expected in development of local societies 
and Japanese agriculture. It is suggested that schools of higher education should support such agricultural and 
local opinion leaders. 
In this study, I described histry in education of Rakuno Gakuen and their support for local graduates. They had 
been managed correspondence shool for agriculture. Recent data on agricultural and correspondence higher 
education suggested the needs for correspondence shool by Rakuno Gakuen. Many graduates of Rakuno 
Gakuen interested in correspondence school. It is suggested that Rakuno Gakuen is expected to manage 
correspondence school again. 
